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第 3 章は，耐熱性細菌胞子 4 種の熱死滅経過を追求し，加熱初期を除けば対数死滅法則に従うこと
を認め，また死滅速度定数と，温度の関係がアレニウス式に従うことを認めている。
第 4 章は ， BacUlus mycoides の単胞子を試験管内に分離しその累積寿命分布測定を行ない指数分
布関数で表わされることを確認した。これと前章の結論とを用いて単胞子と胞子凝塊の耐熱性の比較
を行なったと乙ろ単胞子では寿命が指数分布するのに凝塊では正規分布の傾向を示し，耐熱性は凝塊






第 6 章では，熱殺菌に伴う培地の変質の問題を取扱い，乙れが Saccharomyces cerevisiae ならび
に Bacillus subtilis の増殖速度に及ぼす影響を検討し，加熱条件に対する相関関係を定式化してい
る。加熱による培地変質の影響と必要な殺菌成功率についての関係式を用いて，最適殺菌条件を導き
出す乙とが出来るとしている。
第 7 章では ， Saccharomyces cerevisiae ならびに Bacillus subtilis の培養を目的とし ， Bacillus 
stearothermoρhilus の 1 株の胞子を殺菌対象徴生物とみなした場合の最適殺菌条件を求めた。 その
結果前者では高温短時間法がよく，後者では雑菌数と殺菌成功率の上昇と共に最適加熱温度が上昇す
ることが判った口総括においては以上の成果を要約し主な結論を述べている。
論文の審査結果の要旨
この論文は，従来等閑視されていた微生物細胞の熱的物性について詳細に検討を加え，熱殺菌の理
論的考察に基礎を与え，ついで熱殺菌の確率的解析を行なって殺菌確率の計算を適確容易ならしめ，
胞子凝塊の存在の影響を明らかにし，さらに培地殺菌過程最適化について基礎的な考察と実験例とを
対応せしめ，生物化学工学の立場に立った熱殺菌の解明において画期的な業績をあげたもので，醗酵
工学上貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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